
研究ノート

インターネットを利用した地域活性化

｢さかどのめ｣ プロジェクト

文系学生による産学官連携の試みと学生の能力向上の可能性

近年, 地域活性化に対する大学の貢献が注目されている｡ 文部科学省でも ｢特色 GP｣ や ｢現代

GP｣ において, ｢地域活性化への貢献｣ を重要テーマに掲げており(1), こうした貢献は産学官の連

携という形でも関心を集めている｡ 城西大学経営学部でも, 地域の行政や企業と連携して, キャン

パスのある埼玉県坂戸市の地域活性化に貢献する活動を行っている｡ 筆者たちが行っている ｢さか

どのめ｣ プロジェクトは, こうした活動の 1つである｡ 以下では, 本プロジェクトの概要を紹介し

た上で, 産学官の連携, 地域活性化への貢献, 学生の能力向上について言及する｡

本プロジェクトは, 末永担当のゼミナールを受講している学生を中心に, 2005年 1月 30日,

｢インターネットを利用した坂戸市活性化プロジェクト｣ として発足した｡ このプロジェクトに直

接関わった学生は 2006年度が約 5名, 2007年度が約 20名である｡ このプロジェクトの中心となっ

ている活動は, 埼玉県坂戸市の地域情報サイト ｢さかどのめ｣ (http://sakadonome.info) の運営

である(2)｡

本サイトの目的は, インターネットを通じて坂戸市の活性化を図る事である｡ 坂戸市の活性化と

言っても, ｢坂戸市のお店の売上が伸びること｣, ｢坂戸市の人的交流が深まること｣, ｢坂戸市の住

民がより良い情報を得ることで経済的・文化的に豊かになること｣ など様々な意味があるが, まず

は坂戸市のお店が活性化することを最重要課題とした｡ というのも, 近隣市町村の大型ショッピン

グ・モールや川越市などに市場を奪われ, 坂戸駅周辺の商店街を中心に, 坂戸市全体の活気が失わ

れつつあるためである(3)｡
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プロジェクト発足以降, 坂戸市の店舗の売上が向上するためには何をすべきか, 何ができるかに

ついて議論を重ね, IT能力に比較優位を持つ若者だからこそ出来る情報サイトの公開に向けて,

施設・店舗のデータベース作成, 特集の取材・作成, 各コンテンツの作成, 協力店の募集, ベータ

版作成, Xoopsの導入などを行い, 2006年 6月 23日, 情報サイトの一般公開を行った(4)｡

このサイトには, 坂戸市の特定のお店やお祭りの情報を集めた特集, お店の基本情報をカテゴリー

別にマップ付きで掲載した店舗情報コーナー, 口コミ情報が投稿できる掲示板などのコンテンツが

ある｡ 特集は, 学生たちが企画し, 分担とスケジュールを決めて取材・制作を行っている｡ 中には,

坂戸市役所の協力を得ながら取材・制作したものもある｡ 2007年 12月までに公開した特集は, 表
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図 1 埼玉県坂戸市の地域情報サイト ｢さかどのめ｣ のトップページ

表 1 2007年 12月までに公開した特集

第 1回 さかどのおすすめのお店

第 2回 X’mas エステ特集 in SAKADO

第 3回 さかど産業まつり特集

第 4回 新春特別企画 どんな坂戸駅がいいですか？

第 5回 新入生向け 坂戸駅北口お勧めマップ ｢飲食店・食料品店｣ 編

第 6回 昭和フェスティバル in坂戸

第 7回 ヒヤリ地図

第 8回 坂戸よさこい特集

第 9回 坂戸駅周辺病院マップ

第10回 坂戸市ラーメン特集



1の通りである｡

カテゴリー別の店舗情報は, 学生たちが一軒一軒, 訪問・取材し, 許可を得た上で掲載している｡

Google社がインターネット上で提供している ｢GoogleMapAPI｣(5) を用い, カテゴリー別に全て

の店舗の位置を表示し, 閲覧したい店舗をクリックすると, 営業時間や定休日, お勧めメニューな

ど, 詳しい情報が表示されるようになっている｡ 2008年 2月 6日時点の店舗数は 174店舗, その

他に公共施設が 98件掲載されている｡ 登録費用は無料で, ネット上からも登録を申し込むことが

できるようになっており, ネットを通じて申し込んでくる店舗も増えてきている｡

口コミ情報は誹謗中傷を避けるためにメンバー登録制にしている｡ 非登録制に比べると, 投稿し

づらくなっているが, 学生たちはお祭りに参加した際に聞き取り調査を行ったり, 坂戸市に詳しい

方々に直接投稿をお願いしたりしながら, 坂戸市の口コミ情報を集めてきた｡ 2008年 2月 6日時

点で, 投稿数は 1,019件となっており, 特に人気があるのは, ｢坂戸の美味しいラーメン屋！！｣

や ｢食べ物のお店｣ といったグルメ関係のスレッド (掲示板) である｡ 前者の投稿数は 92件, 閲

覧数は 9,902件, 後者の投稿数は 75件, 閲覧数は 4,636件となっている｡ この他にも, 多数のスレッ

ドが生成されている｡

また, 希望する坂戸市の企業・店舗には, サイトの制作を無料で行っている｡ 学生たちは, 経営

戦略や PRポイントについて取材を行いながら, 複数のページで構成されたサイトを制作している｡

そして, 制作したサイトは, ｢さかどのめ｣ のサブドメインで公開している｡ これまでの 2年間で

17店舗のサイトを制作・公開した｡ この中には, 学生が制作したサイトを引き取り, 店舗の経営

者自身が更新を引き継いでいるケースもある｡

そして, 坂戸市の店舗・企業の経営者・従業員がサイトを更新できるようにするため, 本プロジェ
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図 2 GoogleMapAPIを用いて作成した店舗情報の画面 (ショッピングのカテゴリー)



クトでは, ホームページ教室などの有料のサービスも提供している(6)｡ このサービスは, 坂戸駅北

口サンロード商店街に 2007年 6月にオープンした経営学部チャレンジショップで提供しているも

のである｡ このショップでは, ホームページ教室だけではなく, ネットショップの構築・運営補助,

パソコン教室, ポスター・名刺作成といった業務も行っている｡ パソコンが苦手だった市民の方々

が, ネットショップを構築したり, ネットオークションに出品したり, 自分でサイトを更新できる

ようになったりと, 坂戸市民の IT能力の向上やネットビジネスの実践に貢献している｡

その他, サイト運営のために集めた情報をもとに, 紙媒体のマップも作成している｡ 坂戸駅北口

お勧めマップ ｢飲食店・食料品店｣ 編(7), 坂戸駅周辺病院マップ, 坂戸ラーメンマップなどを作成

し, 坂戸市役所や大学, 坂戸市のお祭りや入学式などで配布している｡ また, 地域との連携を図る

ため, 坂戸市のお祭りなどでも積極的にサポートを行っている｡ 坂戸市で行われた昭和フェスティ

バル, 花魁道中, 七夕祭り, 子供フェスティバルなどのお祭りでは, 会場の設置や出店の運営など

様々な活動を支援してきた｡

このプロジェクトの運営に関しては, 坂戸市役所や坂戸市商工会の多大な協力を得ている｡ 坂戸

市の広報や坂戸市商工会の会報に情報を掲載してもらうだけではなく, 取材の際には学生に同行し

てもらったり, 運営に関する様々な助言・支援を頂いている｡ 特に, 坂戸市の各店舗で取材を行う
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図 3 坂戸市の口コミ情報を投稿できる掲示板



場合には信用が大事なため, 市役所職員の同行は非常に大きなバックアップとなっている(9)｡ また,

坂戸市の企業や店舗からも様々な協力を頂いている｡ 本プロジェクトに対する励ましや取材への対

応といった協力だけでなく, 活動に必要な資金を提供して頂ける事もある｡ これは, 活動に対する

慈善心による支援というケースもあるが, 本サイトにバナーを掲載することによる広告効果という純

粋にビジネス上の目的であるケースもある｡ 最近では, 大手企業などからの引き合いも増加している｡

様々な活動を行った結果, ｢さかどのめ｣ に対する坂戸市民や周辺住民の認知度も高まり, ｢さか

どのめを見て来店するお客さんが増えた｣ とか, ｢さかどのめをよく利用しているよ｣ といった声
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図 4 坂戸市ラーメンマップ (紙媒体) の一部(8)

図 5 本プロジェクトに参加した学生へのアンケート結果 (2007年 12月 17日実施, 匿名による回答)



を多く聞くようになった｡ サイトへのアクセス数も月 1万 5千ページビューを超え, Yahooや

Googleでの検索結果も上位に表示されるようになっている｡ 例えば, ｢坂戸 ラーメン｣ という

キーワードで検索すると, 本サイトは, Yahoo では 1 番目, Google では 9 番目に表示される

(2008年 2月 6日調査)｡ 今後は, 地域の情報サイトとして, さらに内容の充実化を図るとともに,

地域の活性化につながるよう議論・活動していきたい｡

本プロジェクトは坂戸市の活性化を目的としたものであるが, 大学という教育機関としての目的

は, こうした活動を通じて, 学生の能力を向上させることである｡ 企業は学生を採用する際に, コ

ミュニケーション能力やチャレンジ精神などを重視するが(10), 本プロジェクトに関わった学生にア

ンケートをとったところ, 就活に役立つ経験や地域貢献が出来ただけでなく, コミュニケーション

能力や責任感, チャレンジ精神などを大きく伸ばせたことが分かる｡
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〈注〉

( 1 ) 特色 GPとは ｢特色ある大学教育支援プログラム｣, 現代 GPとは ｢現代的教育ニーズ取組支援プロ

グラム｣ の通称である｡ 2008年度からは, 特色 GPと現代 GPを発展的に統合した ｢質の高い大学教

育推進プログラム｣ が実施される予定である｡

( 2 ) この情報サイトは, 2007年 5月 5日, 市や地域と連携した活動として ｢テレ｣ 玉でも取り上げられた｡

( 3 ) 城西大学の学生の多くは, 通学の際に坂戸駅で東武東上線と東武越生線の乗換を行っているが, 坂戸

駅の外に出ることは非常に少ない｡

( 4 ) Xoopsとは, PHP言語を用いたフリーのオープンソース・アプリケーション・ソフトで, 登録型コ

ミュニティ・サイトを比較的容易に構築することのできる CMS (コンテンツ・マネジメント・システ

ム) である｡

( 5 ) Google社はインターネット上の地図サービス ｢GoogleMap｣ を提供しているが, ｢GoogleMapAPI｣

を利用することで, この ｢GoogleMap｣ に様々な情報を埋め込むことが出来る｡ 本プロジェクトでは,

こうした埋め込み作業をサポートしてくれる ｢GoogleMapEditor｣ という無料のソフトを利用している｡

( 6 ) この模様は, 2007年 6月 6日から 8日にかけて, 東京新聞, 毎日新聞, 読売新聞で紹介され, テプ

コケーブルテレビでは 2008年の正月特別番組でクローズアップされた｡

( 7 ) このマップは, 2007年 4月 6日の産経新聞でも紹介されている｡

( 8 ) 現在, 各店舗のラーメンの写真を掲載したカラー版のマップを作成中である｡ 2008年中には, 坂戸

市役所や大学などで配布する予定である｡

( 9 ) 学生だけで取材を行う場合, 城西大学の学生であること自体を疑われることもある｡ 単純に比較する

ことは出来ないが, プロジェクト発足当初, 情報掲載をお願いするために坂戸市の各店舗を訪問した際

には, 経験不足ということもあったが, 掲載費用が無料であるにもかかわらず, 約 1割の店舗からしか

情報掲載の許諾を得ることが出来なかった｡ しかし, 坂戸駅周辺の飲食店マップを作成する際に, 市役

所の職員と一緒に取材を行った際には, 約 9割の店舗から情報掲載の承諾を得ることが出来た｡

(10) 例えば, 日本経済団体連合会のアンケート (回答 2087社) によると, 企業の 75.0％が, 選考の際に

｢コミュニケーション能力｣ を重視している｡ 続いて多いのが, ｢チャレンジ精神｣ ｢主体性｣ ｢協調性｣

などである｡ ( 『日本経済新聞』 2005年 2月 5日参照)
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